ランタイムライブラリの選択について
_beginthreadex関数を用いて、マルチスレッドプログラムを作製する場合には、適切なランタイムライブラリを選択する必要がある。以下に、その方法について概説する。
◎　Visual C++ 6.0 Professional Edition (Microsoft)の場合
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　まず、［プロジェクト］メニューで、［設定］を選択し（図１）、［プロジェクトの設定］画面を出す（図２）。
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　［Ｃ／Ｃ++］タブの［カテゴリ（Ｙ）：］で［コード生成］を選択し（図３）、［使用するランタイムライブラリ（Ｌ）：］で［マルチスレッド(デバッグ)］を選択する（デバッグ構成の場合）。ちなみに、リリース構成の場合には［マルチスレッド］を選択する。
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◎　Visual C++ 2005 Express Edition (Microsoft)の場合
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　デバッグ構成の場合、まず［プロパティマネージャ］を表示し、その中の［Debug | Win32］を（図５参照）ダブルクリックして［Debug プロパティページ］画面を表示する（図６）。ツリー表示より、［共通プロパティ］－［Ｃ／Ｃ＋＋］－［コード生成］を選択し、［ランタイムライブラリ］が［マルチスレッド デバッグ (/MTd)］であるこを確認する（図７）。
　リリース構成の場合には、［プロパティマネージャ］の［Release | Win32］をダブルクリックして同様に進み、［ランタイムライブラリ］が［マルチスレッド (/MT)］であることを確認する。
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